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 製品のアウトライン 
 
 
 

1-1. はじめに 
この度は、ポータブルガスモニターGX-3R（以降「本器」）をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。

まず、お買い求めの製品型番と本取扱説明書が対象とする製品型番が一致することをご確認ください。 
 
本器は、十分に訓練された、適切な方のみご使用ください。  
本取扱説明書に記載された保守・点検については、訓練された、適切な方のみ行ってください。本取扱説明

書に記載されていない保守・点検については、弊社または弊社指定のサービス員にて行う必要がありますの

で、弊社までご用命ください。 
 
この取扱説明書は、本器を正しくご使用いただくための取扱方法と仕様が記載されています。本器を初めて

ご使用になる方、および既にご使用経験のある方も本書をよくお読みいただき、内容を理解した上で実際に

ご使用ください。 
本取扱説明書は、将来参照できるようにするために、大切に保管してください。 
 
なお、製品改良のために、この説明書の内容を将来予告なしに変更することがあります。また、この説明書

の全部または一部を無断で複写または転載することを禁じます。 
 
本取扱説明書の他に、本製品の別売品（オプション）用の取扱説明書があります。以下の別売品（オプション）

を使用する場合には、各取扱説明書についても本取扱説明書と合わせて参照してください。 
1）ポンプユニット RP-3R 用取扱説明書（PT0-166） 
2）データロガマネジメントプログラムソフト SW-GX-3R 用取扱説明書（PT0-178） 
3）ドッキングステーション SDM-3R 用取扱説明書 （PT0-167） 

 
保証期間の内外を問わず本器をご使用することによって生じたいかなる事故および損害の補償はいたしま

せん。保証書に記載される保証規定を必ずご確認ください。 
 
 

1-2. 使用目的 
本器は、最大 3 種類のセンサで 4 種類のガスを 1 台で検知できるマルチガスモニターです。 
 
本器には検知対象ガスの組合せにより数種類のタイプ（TYPE）があります。ご使用前に仕様を再度ご確認

いただき、目的に応じた正しいガス検知を行ってください。 
 
作業場の環境空気中の化学物質濃度を測定するためのガス検知器です。大気中の有害ガス・可燃性ガス・

酸素の濃度を測定し、設定した警報濃度に達したときに警報を発報し、ガス中毒や酸欠への危険を知らせま

す。 



 

 5 / 87 
 

＜TYPE 別検知対象ガス（搭載センサ型式）一覧＞ 

TYPE 名 

検知対象ガス（搭載センサ型式） 
可燃性ガス 

<HC または CH4> 
（NCR-6309） 

酸素 
（ESR-X13P） 

一酸化炭素/
硫化水素 

（ESR-A1DP） 

硫化水素 
（ESR-A13i） 

一酸化炭素 
（ESR-A13P） 

一酸化炭素 
（ESR-A1CP）

※1 
TYPE A ○ ○ ○    
TYPE B ○ ○  ○   
TYPE C ○ ○   ○  

TYPE CH ○ ○    ○ 
TYPE D ○ ○     
TYPE E  ○  ○   
TYPE F  ○   ○  

TYPE FH  ○    ○ 
TYPE G 〇      
TYPE I ○    ○  

TYPE IH ○     ○ 
TYPE K    ○   
TYPE L ○   ○   
TYPE M   ○    
TYPE N     ○  
TYPE P
※2 

 ○     

 
※ 1 一酸化炭素センサ（ESR-A1CP）は水素による干渉を低減する補正機能を備えたセンサです。 

この機能は最大 2000ppm の水素に対して機能します。 
※2 ATEX / IECEx 仕様のみ  
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3 

 製品の構成 
 
 
 

3-1. 本体および標準付属品 
梱包箱を開けて、本器と付属品を確認してください。 
万一、足りないものがありましたら、販売店または最寄りの弊社営業所までご連絡ください。 
 
 

本体 
本器の各部の名称と働きおよび LCD 表示については、「3-2. 各部の名称と働き」（P.16）を参照してください。 
 

 
 

GX-3R 本体 
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標準付属品 
 
AC アダプター 
1 個 
 

 

プロテクトカバー 
1 個 
 
何かにぶつけたと

きや落下などの衝

撃から、本器を保

護します。  

ベルトクリップ 
1 個 
 
本器をベルトにかけられ

ます。 
（国内防爆仕様にのみ付

属） 
  

ハンドストラップ 
1 本 

 

アリゲータークリップ  
1 個 
 
本器をポケット上部に取

り付けられます。 
（ATEX / IECEx 仕様に

のみ付属） 

 

ガス校正キャップ 
（簡易版） 
1 個 
 
ガス校正やバンプ

テストをするため

に使用します。 
（ATEX/IECEx 仕

様にのみ付属） 
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5-3. 始動方法 
電源を入れると、日時や警報点などの各種設定を表示し、測定モードの画面を表示します。 
 
 

電源を入れる 

 
 

POWER ボタンをブザーが “ピッ” と鳴るま

で 
（3 秒以上）押す 
電源が入ります。 
 
 

 

 LCD 表示部が全点灯します。 
 

 

 
注記 

 電源を入れると LCD およびランプ、ブザーが動作し振動します。使用開始時、これらの動作が正常に行

われることを確認してください。 
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電源投入から測定画面までの遷移 
電源投入後、以下のように LCD 表示が自動的に切り替わり、測定画面になります。 
 
＜表示例 初期設定の場合＞ （約 45 秒） 

 

 
校正お知らせ表示画面 

※国内防爆仕様のみ表示 

 

 
校正期限表示画面 

※ATEX / IECEx 仕様のみ

表示 

 
 

日時表示 

 

 

 

 
電池残量/警報動作表示 

 

 
検知対象ガス名表示 

 

 
フルスケール表示 

 

 

 

 
第一警報点表示 

 

 
第二警報点表示 

 

 
第三警報点表示 

 

 

 

 
STEL 警報点表示 

 

 
TWA 警報点表示 

 

 
測定画面 

 

 

     
ブザーが  “ピッピッ” と 2
回鳴り、測定画面となりま

す。 
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注記  
 内蔵時計に異常があった場合、故障警報「FAIL CLOCK」を発報することがあります。このようなとき

は MODE ボタンを押してください。一時的に故障警報が解除され、時計の日時は異常のまま測定を開

始します。 
  ランチブレーク 

ランチブレーク設定が ON の場合、電源投入時に前回電源 OFF したときの TWA 値と PEAK 値を保

持して測定を継続するか、または前回電源 OFF したときの値をリセットするか確認する画面が 5 秒間

のカウントダウンとともに表示されます。MODE ボタンを押すと測定データを保持し、AIR ボタンを押

すと測定データをリセットします。5 秒間操作がない場合、自動で測定データを保持します。 
  バンプ期限 

バンプ期限切れ設定が ON の場合、電源投入時に最後にバンプテストした日から任意設定の日付ま

での残日数を表示します。バンプテスト期限切れ設定については「6-4-3. 校正期限設定」（P.44）を参

照してください。 
校正お知らせ表示 
   国内防爆仕様 

最後に校正した日から 1 年（365 日）後の日付およびそれまでの残日数が表示されます。最後に校正

した日から 1 年以上経過している場合は、ブザーでお知らせします。ブザーは、AIR ボタンを押して解

除することができます。 
ATEX / IECEx 仕様 
最後に校正した日から任意設定の日付までの残日数を表示します。校正期限の設定については「6-
4-3. 校正期限設定」（P.44）を参照してください。 

日時 
年月日と時刻が表示されます。日付／時刻設定は、「6-4. ユーザーモードの設定」（P.44）で設定できま

す。 
本器に IrDA 通信相手を近づけると、通信モードに遷移します。また通信相手がいなくても、

AIR+MODE ボタンの同時押しで、通信モードに遷移します。 
電池残量/警報動作 

画面上に電池残量（電圧）および警報動作設定（AL—L<自己保持>）を表示します。 
本器に IrDA 通信相手を近づけると、通信モードに遷移します。また通信相手がいなくても、

AIR+MODE ボタンの同時押しで、通信モードに遷移します。 
検知対象ガス名 

検知対象ガス名を表示します。また可燃性ガス読み替え設定中の場合、画面下部分に読み替え中の

ガス名が表示されます。 
フルスケール 

検知対象ガスのフルスケール値を表示します。IEC または ISO の LEL 値を設定している場合、フルス

ケール表示部分に IEC または ISO と表示します。 
第二警報点 

検知対象ガスの 2 段階目の警報設定値を表示します。 
第三警報点 

検知対象ガスの 3 段階目の警報設定値を表示します。 
STEL 警報点（可燃性ガスと酸素以外を検知対象とするタイプの場合のみ TWA 及び STEL が表示） 

検知対象ガスの STEL の警報設定値を表示します。STEL 値は、使用者が 15 分間連続被曝した場

合で、さらに毎日の被曝が TWA 値以下であれば健康上使用者に悪影響を及ぼさない有害物質の濃

度です。 
CO および H2S が検知対象ガスに含まれないタイプの機器では表示されません。 

TWA 警報点（可燃性ガスと酸素以外を検知対象とするタイプの場合のみ TWA 及び STEL が表示されます） 
検知対象ガスの TWA の警報設定値を表示します。TWA 値は、1 日 8 時間、または週 40 時間の平常

作業において反復曝露しても、ほとんど全ての使用者が健康上悪影響をこうむることがないと考えられ

る有害物質の時間荷重平均値のことです。  
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注記 
 PEAK 表示と TWA 表示は、ランチブレーク機能を ON にすると、前回の電源を OFF したときの測定

値を引き継いで表示されます。 
 可燃性読替ガス選択（HC GAS）は、校正ガス種が CH4 と i-C4H10 以外の場合には、表示されません。 
 バンプ記録表示は、ユーザーモードにてバンプ期限切れ表示の ON/OFF を ON にすると表示されま

す。 
 校正記録表示は、ユーザーモードにて校正期限切れ表示の ON/OFF を ON にすると表示されます。 
 日時温度表示の項目で表示される温度は機器の内部温度を表示しており、実際の使用環境温度とは

異なります。 
 
 

6-2. ディスプレイモードの設定 
ディスプレイモードは、測定画面から表示を切り替えて設定内容の確認や変更ができます。 
 

 

6-2-1. PEAK 値表示のクリア 
PEAK 値（電源を入れてから現在までの間の最高濃度の測定値、酸素では最低濃度）をクリアします。 
 

1 測定画面で、MODE ボタンを押し、PEAK 画面を表示させる 

2 AIR ボタンを長押しする 

 

   

  

 

   

3 画面に「RELEASE」が表示されたら、AIR 
ボタンから指を離す 
 

 

 PEAK 値がクリアされると、「END」が表示され

手順 1 の画面に戻ります。 
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注記 
 可燃性読替ガスの選択は、CH4 か i-C4H10 のときに表示されます。 
 ユーザーモードの「ディスプレイモード項目表示の ON/OFF」が OFF の場合には表示されません。 
 設定を変更中に、中止するときは、AIR ボタンと MODE ボタンを同時に長押ししてください。ディスプレ

イモードに戻ります。 
 仕様一覧に記載の警報精度および警報遅れ時間は、校正ガスにのみ適用されます。 
 読み替えによる濃度表示は目安です。正確に濃度表示するには測定対象ガスでガス校正をする必要

があります。測定対象ガスによるガス感度校正については、販売店または最寄りの弊社営業所までご

依頼ください。 
 読み替えできるガスのリストは、「可燃性読替えガス種一覧」（P.35）を参照してください。 
 本器には、検知する可燃性ガスにより、複数の仕様があります。仕様により読み替えできないガス種が

あります。「可燃性読替えガス種一覧」を参照してください。 
 可燃性読替ガスを選択している場合にも、その他の可燃性ガスが使用環境に存在している場合には指

示が出ます。 
 ただし、水素(H2)を読替ガスに選択した場合には、「可燃性読替ガス一覧」の「読替制限時読替可否」に

ついては使用環境に存在している場合にも指示が出ません。 
 読み替えを行う場合、本器の指示精度を満たさなくなります。 

 
 
 

1 測定画面で、MODE ボタンを何回か押し、LIST 画面を表示させる 

    
 

2 AIR ボタンを何回か押し、変更する可燃性ガ

スを表示させる 
AIR ボタンを押すたびに可燃性ガスが切り替

わります。 
初期設定は可燃性ガスセンサの校正ガスで

す。 

 

3 画面に変更する可燃性ガスが表示されたら、

MODE ボタンを押す 
 

 「END」が表示され手順 1 の画面に戻ります。  
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6-2-3. ロングライフバッテリーの設定 
ロングライフバッテリーの ON/OFF を切り替えます。初期設定は、「OFF」です。 
ON にすると、可燃性ガスの濃度更新が 5 秒に 1 回から 15 秒に 1 回に変更されます。 
 

注記 
 電源を切っても、設定は保持されます。 
 ディスプレイモード設定項目表示が OFF の場合は、表示されません。 
 ロングライフバッテリーを ON にすると、可燃性ガスセンサのマイナスセンサ故障が出なくなります。 
 ロングライフバッテリーを ON にすると、画面上に「L」マークが点灯します。 

 
 
 

1 測定画面で、MODE ボタンを何回か押し、LONG.BATT 画面を表示させる 

     
 

2 AIR ボタンを押し、「ON」または「OFF」を選

択する 
初期設定は「OFF」です。 

 

3 MODE ボタンを押す  

 「END」が表示され手順 1 の画面に戻ります。  
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6-2-4. 校正記録の表示 
ガス校正を実施した日付を表示します。 
 

注記 
 ユーザーモードにて校正期限機能設定が OFF の場合には表示されません。ATEX / IECEx 仕様のみ

表示します。 
 

 
 

1 測定画面で、MODE ボタンを何回か押し、CAL DATA 画面を表示させる 

       
 

2 AIR ボタンを押し、「YES」または「NO」を選択する 
AIR ボタンを押すタブに「CH4」→「O2」→「H2S」→「CO」の順に表示されます 

  

 

 
 

 

 
 

 
 

3 MODE ボタンを押す  

 「END」が表示され手順 1 の画面に戻ります。  
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6-2-5. バンプ記録の表示 
バンプテストを実施した日付を表示します。 
 
注記 

 ユーザーモードにてバンプ期限設定が OFF の場合には表示されません。 
 ガス校正を行った場合、自動でバンプ記録も更新されます。 

 
 
 

1 測定画面で、MODE ボタンを何回か押し、BUMP DATA 画面を表示させる 

       
 

2 AIR ボタンを押し、「YES」または「NO」を選択する 
AIR ボタンを押すたびに、「CH4」→「O2」→「H2S」→「CO」→「CO2」→・・・・の順に表示されま

す。  

 

 

 
 

 

 

 

 

 
 

3 MODE ボタンを押す  

 手順 1 の画面に戻ります。  
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6-2-6. 警報設定値の表示 
警報設定値の表示および LED・ブザー・バイブレーションの動作テストをすることができます。 
 
注記 

 可燃性ガスと酸素以外を検知対象とするタイプの場合のみ TWA 及び STEL が表示されます。 
 
 

1 測定画面で、MODE ボタンを何回か押し、ALARM-PT 画面を表示させる 

  

2 AIR ボタンを押す 
AIR ボタンを押すたびに、「F.S.」 (FULL SCALE)→「WARNING」→「ALARM」→

「ALARM H」→「STEL」→「TWA」→「F.S.」(FULL SCALE)→・・・・の順に表示されます。 

  

 
 

 
 

 

  
 

 
 

 
 

 AIR ボタンと MODE ボタンを同時に押すと、当該警報の作動テストができます。警報を

解除するには、いずれかのボタンを押します。 

3 MODE ボタンを押す  

 手順 1 の画面に戻ります。  
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6-4. ユーザーモードの設定 
ユーザーモードは、使用するユーザーに使いやすいように設定を変更できます。 
 

6-4-1. バンプテスト 
本器はバンプテスト（機能検査）を行う機能を備えています。ここでは「バンプテスト（BUMP TEST）の実施」、

「バンプテスト（BUMP TEST）からの測定開始画面への切り替え」を行うことが出来ます。 
バンプテスト成功後、測定開始画面へ自動で移ります。 
※シリンダー設定が複数設定されている場合、測定開始画面には自動で移りません。 
 
バンプテストの操作手順については、「7-3. バンプテスト（BUMP TEST）」（P.70）を参照してください。 
 

注記 

 設定を終えるときは、AIR ボタンを押して「ESCAPE」を選択し、MODE ボタンを押してください。ユー

ザーモードメニューに戻ります。 
 

 

6-4-2. ガス校正 
本器の GAS CAL モードでは、エア校正に加えて、あらかじめ設定したガス濃度値で校正を行う AUTO CAL
を実施できます。 
ガス感度校正を行うには専用の器具と校正用ガスが必要になりますので、販売店または最寄りの弊社営業

所までご連絡ください。 

ガス校正成功後、測定開始画面へ自動で移ります。 
※シリンダー設定が複数設定されている場合、測定開始画面には自動で移りません。 
 

ガス校正の操作手順については、「7-2. ガス校正」（P.62）を参照してください。 
 

注記 
 設定を終えるときは、AIR ボタンを押して「ESCAPE」を選択し、MODE ボタンを押してください。ユー

ザーモードメニューに戻ります。 
 
 

6-4-3. 校正期限設定  

ここでは、「校正期限の ON/OFF」、「校正期限日数設定」、「校正期限切れ後の動作設定」を行うことができ

ます。 
※ATEX / IECEx 仕様のみ表示されます。 
 

注記 
 設定を終えるときは、AIR ボタンを押して「ESCAPE」を選択し、MODE ボタンを押してください。ユー

ザーモードメニューに戻ります。 
 

 

＜校正期限設定の設定メニュー＞ 
 

1 ユーザーモードメニューで AIR ボタンを押して

「CAL SET」を選択し、MODE ボタンを押す 
校正期限設定のメニュー画面が表示されます。 
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＜校正期限日数設定＞ 
校正期限の日数を選択できます。 

 

1 AIR ボタンを押して「CAL INT」を選択し、

MODE ボタンを押す 

  

2 AIR ボタンを押して校正期限日数を選択する 
AIR ボタンを押すと、校正期限の日数を 1～

1000 日から選択できます。初期設定は「365
日」です。   

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、校正期限設定メニューに

戻ります。 
 

 
 

＜校正期限切れ後の動作設定＞ 
校正期限切れ後の動作を設定できます。 
 

1 AIR ボ タ ン を 押 し て 「 CAL EXPD 」 を 選 択 し 、

MODE ボタンを押す 
 

  

2 AIR ボタンを押して 
校正期限切れ後の動作を選択する 
AIR ボタンを押すと、以下の校正期限切れ後の動作

が表示されます。 
・CONFIRM ：操作によって動作が異なります。AIR 
ボタンを押すと測定モードに進み、MODE ボタンを押

すと AUTO 校正のシリンダー設定に進みます。  
・CANT USE：測定モードに進めなくなります。MODE 
ボタンを押すか、または 6 秒後に自動で AUTO 校正

のシリンダー設定に進みます。 
 

・NO EFFECT：操作によって動作が異なります。期限

切れであることを表示した後、MODE ボタンを押すと

AUTO 校正のシリンダー設定に進み、何も操作しない

と 6 秒後に自動で測定モードに進みます。 
初期設定は「CONFIRM」です。 

 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、校正期限設定メニューに戻りま

す。 
 

 





 

 48 / 87 
 

＜バンプ時間の選択＞ 
試験ガスを導入する時間を設定します。 

 

1 AIR ボタンを押して「SETTINGS」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト設定メニューが表示されます。 

  

2 AIR ボタンを押して「GAS TIME」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプ時間が表示されます。 

 

3 AIR ボタンを押してバンプ時間を選択し、

MODE ボタンを押す 
AIR ボタンを押すと、バンプ時間を、30、45、

60、90 秒から選択できます。初期設定は「30
秒」です。 

 

4 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニュー

に戻ります。 

 

 

＜バンプ許容率の選択＞ 

試験ガスに対するチェックのしきい値を設定します。 
酸素以外：校正濃度±（校正濃度×許容率） 
酸素：校正濃度±（校正濃度と 20.9%の差×許容率） 

 

1 AIR ボタンを押して「SETTINGS」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト設定メニューが表示されます。 

  

2 AIR ボタンを押して「CHECK」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプ許容率が表示されます。 

 

3 AIR ボタンを押してバンプ許容率を選択し、

MODE ボタンを押す 
AIR ボタンを押すと、バンプ許容率を、10、

20、30、40、50％から選択できます。初期設定

は「50％」です。 
 

4 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニュー

に戻ります。 
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＜バンプテスト後のガス校正時間の選択＞ 
バンプテスト失敗後に行うガス校正の時間を選択します。 

 

1 AIR ボタンを押して「SETTINGS」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト設定メニューが表示されます。 

  

2 AIR ボタンを押して「CAL TIME」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト後に行うガス校正の時間が表示さ

れます。  

3 AIR ボタンを押してバンプテスト後のガス校

正時間を選択し、MODE ボタンを押す 
AIR ボタンを押すと、バンプテスト後に行うガス

校正の時間を、90、120 秒から選択できます。

初期設定は「90 秒」です。 
 

4 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニュー

に戻ります。 
 

 

＜バンプテスト後のガス校正の ON/OFF＞ 

バンプテストに失敗した場合、自動でガス校正を行う機能を ON/OFF できます。 
 

1 AIR ボタンを押して「SETTINGS」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト設定メニューが表示されます。 

  

2 AIR ボタンを押して「AUTO CAL」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト失敗後のガス校正の ON/OFF 選

択が表示されます。  

3 AIR ボタンを押してバンプテスト失敗後のガ

ス校正の ON/OFF を選択し、MODE ボタン

を押す 
AIR ボタンを押すと、バンプテスト失敗後のガ

ス校正の ON/OFF を選択できます。初期設定

は「ON」です。 

 

4 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニュー

に戻ります。 
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＜バンプ期限切れ表示の ON/OFF＞ 
バンプテスト期限切れ通知の選択を行います。 

 

1 AIR ボタンを押して「BUMP.RMDR」を選択

し、MODE ボタンを押す 
バンプテスト期限切れ通知の ON/OFF 選択が

表示されます。  

2 AIR ボタンを押してバンプ期限切れ表示の

ON/OFF を選択する 
AIR ボタンを押すと、バンプ期限切れ表示の

ON/OFF を選択できます。初期設定は「OFF」

です。 
 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニュー

に戻ります。 

 

 

＜バンプ期限日数の選択＞ 

バンプテスト実施後にバンプ期限切れ通知をするまでの期間を設定します。 
 

1 AIR ボタンを押して「BUNP INT」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプテスト期限日数を選択できます。 

  

2 AIR ボタンを押してバンプ期限日数を選択す

る 
AIR ボタンを押すと、バンプ期限日数を 0～

365 日から選択できます。初期設定は「30 日」

です。 
 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニュー

に戻ります。 
 

 

注記 
 30 日を超える設定を行うと、ドッキングステーション SDM-3R に接続した際に、SDM-3R において値の

異常と診断される場合が有ります。その場合は本設定を 30 日以下にしてください。 
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＜バンプ期限切れ後の動作設定＞ 
バンプテストの期限切れ表示後の動作を選択します。 
 

1 AIR ボタンを押して「BUMP.EXPD」を選択し、

MODE ボタンを押す 
バンプ期限切れ動作を選択できます。 

  

2 AIR ボタンを押してバンプ期限切れ動作確認後の操

作を選択する 
AIR ボタンを押すと、以下のバンプ期限切れの場合

の動作が表示されます。 
・CONFIRM ：操作によって動作が異なります。AIR 
ボタンを押すと測定モードに進み、MODE ボタンを押

すとバンプテストのシリンダー設定に進みます。  
 

・CANT USE：測定モードに進めなくなります。MODE 
ボタンを押すか、または 6 秒後に自動でバンプテスト

のシリンダー設定に進みます。 
 

・NO EFFECT：操作によって動作が異なります。期限

切れであることを表示した後、MODE ボタンを押すと

バンプテストのシリンダー設定に進み、何も操作しな

いと 6 秒後に自動で測定モードに進みます。 
初期設定は「CONFIRM」です。 
 

 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、バンプテスト設定メニューに戻り

ます。 
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6-4-5. 警報点設定 
ここでは第一～第三の警報点と STEL 警報点、TWA 警報点の設定、および設定を初期設定に戻すことがで

きます。 
 

＜警報点の設定＞ 
警報点は、1 デジット単位で設定できます。 

検知対象ガス 1 デジット 設定下限値 設定上限値 

可燃性ガス（HC/CH4） 1 %LEL 
1 %LEL 

(推奨範囲 10%LEL 以上) 60 %LEL 

一酸化炭素（CO） 1 ppm 
12 ppm 

(推奨範囲 25ppm 以上) 2000 ppm 

硫化水素（H2S） 0.1 ppm 
0.5 ppm 

(推奨範囲 1.0ppm 以上) 200.0 ppm 

 

検知対象ガス 1 デジット 
第一警報/第二警報 第三警報 

設定下限値 設定上限値 設定下限値 設定上限値 
酸素（O2） 0.1 vol% 0.0 % 20.0 % 21.8 % 40.0 % 
 

注記 
 警報点は第一警報 ≦ 第二警報 ≦ 第三警報（酸素の場合は第一警報 ≧ 第二警報）となるように 

設定してください。 
 警報の設定は機器の性能に見合う範囲でご使用ください。警報設定値を推奨範囲未満に設定した場合、

誤警報の原因となることがあります。 
 
 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「ALARM-PT」を選択し、MODE ボタンを

押す 
   

2 AIR ボタンを押してガスの種類を選択し、

MODE ボタンを押す 
AIR ボタンを押すたびに、検知対象ガスおよび

警報点リセット画面（P.53）が表示されます。 
MODE ボ タ ン を 押 す と 、 第 一 警 報 点

（WARNING）の設定画面が表示されます。 
 

3 AIR ボタンを押して第一警報点の数値を選択

し、MODE ボタンを押す 
第二警報点（ALARM）の設定画面が表示され

ます。  

4 AIR ボタンを押して第二警報点の数値を選択

し、MODE ボタンを押す 
第三警報点（ALARM H）の設定画面が表示さ

れます。  
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5 AIR ボタンを押して第三警報点の数値を選択

し、MODE ボタンを押す 
有毒性ガスの場合には、続けて STEL、TWA
の設定画面が表示されますので、同様の操作

で設定してください。 
「END」が表示され、警報点リセット画面が表示

されます。 

 

 

注記 
 設定をリセットするときは、「警報点のリセット」（P.53）を参照してください。本器が正しく設定されていな

い場合には、「警報点のリセット」が表示されない場合があります。このようなときは、販売店または最寄

りの弊社営業所までご連絡ください。 
 警報点については、「44 警報動作」（P.18）を参照してください。  

 

 

＜警報点のリセット＞ 
警報点を初期設定時の状態に戻します。 

 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを

押して「ALARM-PT」を選択し、MODE 
ボタンを押す 
 
 

  

2 AIR ボタンを数回押す 
警報点リセット画面が表示されます。 
 

 

3 MODE ボタンを押す 
警報点リセットの確認画面が表示されます。 

 
リセットを中止するときは、AIR ボタンを押してください。 

 

4 MODE ボタンを押す 

 
警報点リセットの確認画面が表示されます。 

5 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、ユーザーモードメニューに戻ります。 
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6-4-6. ランチブレークの ON/OFF 
ランチブレークの ON/OFF を行うことができます。ランチブレークは、前回電源を OFF したときの TWA 値と

PEAK 値を保持し、起動時に読み出して測定を継続する機能です。 
 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「LUNCH」を選択し、MODE ボタンを押す 
ランチブレークの設定画面が表示されます。 

  

2 AIR ボ タ ン を 押 し て ラ ン チ ブ レ ー ク の

ON/OFF を選択する 
AIR ボ タ ン を 押 す と 、 ラ ン チ ブ レ ー ク の

ON/OFF を選択できます。初期設定は「OFF」

です。 
 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、ユーザーモードメニューに

戻ります。 
 

 
注記 

 ランチブレークを ON にすると、電源投入時に前回電源 OFF したときの TWA 値と PEAK 値を保持して

測定を継続するか、または前回電源 OFF したときの値をリセットするか確認する画面が表示されます。 

 

 

6-4-7. コンファメーションビープ設定 
コンファメーションビープは、本器が正常に動作しているかを音で知らせる機能です。 
測定中、設定された間隔ごとにブザーが鳴ります。また「BUMP/CAL」「ALM ALRT」「B/C/ALM」により、下

記機能を動作させることも可能となります。 
1. BUMP/CAL 
・校正期限機能が ON で校正期限切れ、またはバンプ期限機能がＯＮでバンプ期限切れの場合に動作を 

開始する。 
・一回動作を開始すると、搭載されているすべてのガス種を校正またはバンプを行うまで停止しない。 

（H2 キャンセルは除く） 
  ・間隔設定時間ごとに LED が約 1 秒点灯する。 
2. ALM ALRT 
 ・ガス警報を発報した場合に動作を開始する。（マイナスセンサ故障も含む） 
 ・一回動作を開始すると、搭載されているすべてのガス種を校正またはバンプを行うまで停止しない。 

（H2 キャンセルは除く） 
・間隔設定時間ごとに LED が約 1 秒点灯する。 

3. B/C/ALM 
 ・校正期限設定が ON で校正期限切れ、またはバンプ期限機能が ON でバンプ期限切れの場合に動作

を開始する。 
 ・一回動作を開始すると、搭載されているすべてのガス種を校正またはバンプを行うまで停止しない。 

（H2 キャンセルは除く） 
・間隔設定時間ごとに LED が約 1 秒点灯する。 
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・LED+ BUZZ（LED 点灯とブザー） 
・BUMP/CAL 
・ALM ALRT 
・B/C/ALM 
初期設定は「OFF」です。 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、コンファメーションビープ設

定メニューに戻ります。 

 

 

 
＜ビープ音の間隔設定＞ 
コンファメーションビープのブザー音の動作間隔を設定できます。 

 

1 AIR ボタンを押して「BEEP INT」を選択し、

MODE ボタンを押す 
ビーブ間隔の設定画面が表示されます。 

  

2 AIR ボタンを押す 
AIR ボタンを押すと、ビープの間隔を、0.5 か 1
～99 分から選択できます。初期設定は「5 分」

です。   

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、コンファメーションビープ設

定メニューに戻ります。 

 

 
6-4-8. LCD 点灯時間設定 
LCD 表示部の点灯時間を設定できます。 

 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「BL TIME」を選択し、MODE ボタンを押

す 
バックライトの点灯時間設定画面が表示されま

す。 

  

2 AIR ボタンを押しバックライトの点灯時間を選

択する 
AIR ボタンを押すと、バックライトの点灯時間

を、OFF、1～255 秒から選択できます。初期設

定は「30 秒」です。 
 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、ユーザーモードメニューに

戻ります。 
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6-4-9. キー操作音の ON/OFF 
キー操作音の ON/OFF 設定を行います。 

 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「KEY TONE」を選択し、MODE ボタンを

押す 
キー操作音の設定画面が表示されます。   

2 AIR ボタンを押しキー操作音の ON/OFF を

選択する 
AIR ボタンを押すと、キー操作音の ON/OFF
を選択できます。初期設定は「ON」です。   

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、ユーザーモードメニューに

戻ります。 
 

 
 

6-4-10. ディスプレイモード項目表示の ON/OFF 
ディスプレイモードの項目に、設定できる項目を表示するかどうかの ON/OFF 設定を行います。 
OFF に設定した場合、ディスプレイモードにて「可燃性読替ガス選択」の項目などが表示されなくなります。 

 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「DISP SET」を選択し、MODE ボタンを押

す 
ディスプレイモード項目表示の設定画面が表示

されます。 

  

2 AIR ボタンを押しディスプレイモード項目表示

の ON/OFF を選択する 
AIR ボタンを押すと、ディスプレイモード項目表

示の ON/OFF を選択できます。初期設定は

「ON」です。 
 

3 MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、ユーザーモードメニューに

戻ります。 
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6-4-11. 日時設定 
内部時計の日時設定を行います。 

 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「DATE」を選択し、MODE ボタンを押す 
日時設定画面が表示されます。 
点滅している項目を設定することができます。   

2 AIR ボタンを押して、設定項目を選択し、

MODE ボタンを押す 
年→月→日→時→分の順に、日時を設定してくださ

い。 
 

 

 「分」の項目を合わせて MODE ボタンを押すと、

「END」が表示され、ユーザーモードメニューに戻りま

す。  

 

6-4-12. ユーザーパスワード設定 
ユーザーモードへの遷移をパスワードで保護することができます。なお、パスワードは 0000～9999 の間で 
設定することができます。 

 

1 ユーザーモードメニューで、AIR ボタンを押し

て「PASSWORD」を選択し、MODE ボタン

を押す 
ユーザーモードのパスワード設定画面が表示され

ON/OFF が設定できます。 
  

2 AIR ボタンを押して「ON」を選択し、MODE 
ボタンを押す 
パスワード入力画面が表示されます。 
初期設定は「0000」です。 
「0000～9999」の間で設定できます。 

 

3 AIR ボタンを押して、0～9 を選択し、MODE 
ボタンを押す 
最初の桁に最初のパスワードが入力され、次の桁が

点滅します。 
 

 

 最後の桁を入力して MODE ボタンを押すと、「END」

が表示され、ユーザーモードメニューに戻ります。 
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 エア校正後の現在の濃度が表示され、ガス校

正のメニュー画面に戻ります。 

校正に失敗した場合には「FAIL」が表示されま

す。 
「END」が表示され、ガス校正のメニュー画面に

戻ります。 
 

 

注記 
 エア校正に失敗した場合、「AIR CAL」の表示とともに、不良となったセンサの測定値に「FAIL」と表示さ

れます。MODE ボタンを押して故障警報（校正不良）を解除してください。不良となったセンサはエア校

正を実施せず校正前の値で濃度を算出します。 

 エア校正は、測定モードからも行うことができます。（P.27） 
 

 
 

7-2-4. AUTO 校正 
各ガスを設定された濃度で校正します。 

 

1 AIR ボタンを押して「AUTO CAL」を選択し、

MODE ボタンを押す 
 

 

2 AIR ボタンを押して校正するシリ

ンダーを選択し、MODE ボタンを

押す 
AIR ボタンを押すたびにシリン

ダーA～E のガス種およびガス濃

度が表示されます。 

シリンダーの設定については「7-2-
6. AUTO 校正のシリンダー設定」

（P.68）を参照してください。 
 

 

3 校正ガスを導入し、60 秒後に

MODE ボタンを押す 
 

 

   
 AUTO 校正が実行されます。 
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7-2-6. AUTO 校正のシリンダー設定 
ここでは、校正するガスのグループ（シリンダー）設定を行います。シリンダーは A～E まで設定できます。 

 

1 AIR ボタンを押して「AUTO CAL」を選択し、

MODE ボタンを押す 
AUTO 校正画面が表示されます。 

  

2 AIR ボタンを押して「CYL SEL」を選択し、

MODE ボタンを押す 
 

 

3 AIR ボタンを押す 
AIR ボタンを押すたびに、検知対象ガスが順に表示

されます。 
さらに AIR ボタンを押すと「ESCAPE」を表示してから

手順 1 の画面に戻ります。 

 
 

4 シリンダー設定を変更するセンサ選択画面で、

MODE ボタンを押す 
 

 

5 AIR ボタンを押して、シリンダーA～E を選択

し、MODE ボタンを押す 
「END」が表示され、3 の画面に戻ります。 
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標準付属品 （ATEX / IECEx 仕様） 
部品名称 部品番号 
ハンドストラップ 0888 0605 90 
超薄型アリゲータークリップ（取付ネジ付き） 4777 9203 10 
プロテクトカバー 4777 4161 10 
AC アダプター 2594 0898 30 
EU PLUG 2594 0933 60 
ガス校正キャップ（簡易版） 4777 9369 30 

 
＜オプション（別売品）＞ 
部品名称 部品番号 
ベルトクリップ（取付ネジ付き） 4777 9202 40 
超薄型アリゲータークリップ 
（取付ネジ付き） 

4777 9203 10 

ベルト ASSY（取付金具、ネジ付き） 4777 9293 30 
フィルタユニットセット（ESR-A1DP 用）5 枚セット 4777 9314 10 
フィルタユニットセット（NCR-6309 用）5 枚セット 4777 9315 90 
フィルタユニットセット 
（ESR-A1CP, ESR-A13P 用）5 枚セット 

4777 9316 60 

フィルタユニットセット（ESR-A13i 用）5 枚セット 4777 9317 30 
ダストフィルタ 10 枚セット 4777 9343 10 
保護フィルム 5 枚セット 4777 9296 50 
革ケース 4777 4257 00 
耐熱ケース（非防爆） 4777 4259 40 
手動吸引キット（採集棒付き） 4777 9302 80 
手動吸引キット（浮子式 8m チューブ付き） 4777 9304 20 
手動吸引キット（錘入り 30m チューブ付き） 4777 9305 00 
AU PLUG 2594 0932 90 
EU PLUG 2594 0933 60 
UK PLUG 2594 0934 30 
ガス校正キャップ（簡易版） 4777 9369 30 
ガス校正キャップ 4777 9311 00 
充電クレードル（BC-3R） BC-3R 00 
充電クレードル壁掛け具 4777 4337 50 
充電用 5 股ケーブル（接続ケーブル 22.5cm）※ 4777 9329 70 
充電用 5 股ケーブル（接続ケーブル 60cm）※ 4777 9319 80 
充電用 5 股ケーブル（接続ケーブル 120cm）※ 4777 9333 20 
データロガマネジメントプログラム（SW-GX-3R） 9811 86 

※AC アダプターは含まれません。 
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（4） 故障イベント 
故障を発報したことを、イベントとして記録します。 
記録は、故障発報時間と対象の測定ガスや本体機器情報と故障イベントの種類を記録します。 
記録数は、最新のイベントから数えて過去最大 100 件分を記録します。 
100 件を超えた場合は、最古のデータを削除して最新のデータを記録していきます。 
 

（5） 校正履歴 
校正を実施する際にデータを記録します。 
記録は、校正時間と校正前後の濃度値および校正エラーについても記録します。 
記録数は、最新の校正履歴から数えて過去 100 回分のデータを保存します。 
100 回を超えた場合は、最古のデータを削除して最新のデータを記録していきます。 
 
 

注記 
 電源投入後、日時表示または電池残量/警報動作表示中に本器の赤外線通信ポートを IrDA 通信可能

な位置に置くと、自動で通信モードに移行します。また、AIR ボタン、および POWER ボタンを押し、本

器の赤外線通信ポートを IrDA 通信可能な位置に置くことでも通信モードに移行することができます。 
 通信モードで一定時間以上通信接続が確認されない場合、故障警報を発報します。その場合、再度通

信接続を行うか本器の電源を切ってください。 
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製品保証 
1. 取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で、お買い上げの日から 3 年以内に

故障した場合には無料修理いたします。 
 
2. 修理やメンテナンスなどアフターサービスについては、本社営業部または最寄りの営業所などにお問合せ

ください。 
 
3. 遠隔地への出張修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 
 
4. 保証期間内でも、次の場合には有料修理とさせていただきます。 

（イ）使用上の誤りおよび不当な修理又は改造による故障および損傷。 
（ロ）弊社および弊社指定のサービス代理店以外で修理または改造された場合の故障および損傷。 
（ハ）お買い上げ後の取付場所の移動、輸送、転倒、落下、保管上の不備などによる故障および損傷。 
（ニ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、異常電圧、定格外の使用電源（電圧、周波数）

などの外部要因による故障および損傷。 
（ホ）故障の原因が本製品以外に起因する場合。 
（ヘ）消耗部品（電池・センサなど）の交換。 

 

 

センサ保証 
1. 取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書に従った正常な使用状態で、お買い上げの日または、センサ

有料交換日から 3 年以内に故障した場合には無料交換いたします。 
但し、購入日または、センサ有料交換日から年 1 回以上の点検をセンサ保証の条件とさせていただきます。 

 
2. 修理やメンテナンスなどアフターサービスについては、本社営業部または最寄りの営業所などにお問合せ

ください。 
 
3. 遠隔地への出張交換を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。 
 
4. 保証期間内でも、次の場合には有料交換とさせていただきます。 

（イ）取扱説明書・本体貼付ラベルなどの注意書きを守らずに使用した場合。 
（ロ）弊社および弊社指定のサービス代理店以外で修理または改造された場合の故障および損傷。 
（ハ）お買い上げ後の取付場所の移動、輸送、転倒、落下、保管上の不備などによる故障および損傷。 
（ニ）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、公害、異常電圧、定格外の使用電源（電圧、周波数）

などの外部要因による故障および損傷。 
（ホ）故障の原因が本製品以外に起因する場合。
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